
１人１台端末の活用による実践事例 

学 校 名 岡山県立水島工業高等学校 

実践者等 永瀬 友博 実践日 令和３年６月 14 日 

実践場面 

（教科・科目、学校行事等） 

資格指導 

（危険物取扱者、パソコン利用技術検定等） 

対象生徒（学年等） 工業化学科２年 

単 元 名 

（教科・科目の場合のみ） 

 

使用したアプリ等 Forms、スプレッドシート 

実践の概要（ねらい等） 

・習熟度の把握 

・生徒が苦手とするポイントに絞った指導 

実践の内容 

危険物取扱者等の資格指導において、放課後の限られた時間で最大限の成果を得るた

めに、生徒が苦手とする分野を把握し、ポイントを絞った資格指導に役立てている。 

 

① Forms、スプレッドシートを活用し、得点分布の確認や習熟度別にレベル分けを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 正答率の低い問題を中心に解説を行う。 

参考となる HP 等 
 

 

①学習進捗管理 

②平均値の把握 

③習熟度別に班分け 

正答率が高いため、解説は省略。 正答率が低いため、丁寧に解説。 


